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１．成瀬ダム建設事業の概要

１



〇成瀬ダムは、雄物川流域の洪水被害の軽減、既得用水の補給など流水の正常な機能の維持、かんがい用水、水道用水
の補給、発電を目的として、秋田県雄勝郡東成瀬村に建設中の多目的ダムです。（ダム堤体進捗約36％ R4.7末時点）

■ 成瀬ダム位置図

施 設 名 成瀬ダム

ダ ム 形 式 台形CSGダム

ダ ム 高 114.5m

堤 頂 長 755.0m

総 貯 水 容 量 78,500千m3

湛 水 面 積 2.26㎞2

集 水 面 積 68.1㎞2

■ 成瀬ダムの諸元

■ 成瀬ダム貯水池容量配分図

成瀬ダム建設事業の概要

2

■ 事業費

約2,230億円

■ 工期

令和8年
※基本計画（第3回変更）
告示（R3.9.10：国土交通省第
1255号）

①洪水調節

成瀬ダムの建設される地点における計画高
水流量 毎秒460立方メートルのうち、毎秒
410立方メートルの洪水調節を行います。

②流水の正常な機能の維持

成瀬ダム下流において既得用水の補給等流
水の正常な機能の維持と増進を図ります。

③かんがい

皆瀬川、成瀬川及び雄物川沿川の約10,050
ヘクタールの農地に対し、かんがい用水の補
給を行います。

④水道用水の補給

湯沢市、横手市、大仙市に対し、新たに1
日最大13,164立方メートルの水道用水の取水
を可能とします。

⑤発電

成瀬ダムの建設に伴って新設される「成瀬
発電所」において、最大出力5,800キロワッ
トの水力発電を行います。

■ 成瀬ダムの目的

●

成瀬ダム

成瀬ダム完成イメージ

洪水時最高水位

▽平常時最高貯水位



なるせ

事業経緯

昭和58年 4月 実施計画調査開始（秋田県）

平成 3年 4月 国直轄事業に移行（現：湯沢河川国道事務所所管）

平成 9年 4月 建設事業着手

平成13年 5月 基本計画官報告示（H13.5.29：国土交通省第887号）事業費：1,530億円 工期：平成29年

平成13年 10月 下流工事用道路工事着手 ※岩井川地区L=3.28㎞

平成15年 3月 用地買収に関する覚書締結（東成瀬村村有地）

平成17年 3月 国道342号付替工事着手

平成20年 1月 「雄物川水系河川整備基本方針」策定（H20.1.28）

平成21年 3月 仮排水トンネル 着手

平成21年 12月 下流工事用道路完成（供用開始）

平成21年 12月 検証の対象となるダム事業に選定

平成24年 4月 国道342号一次供用区間開通

平成24年 8月 仮排水トンネル 完成

平成25年 1月 ダム検証に係る対応方針決定（継続） （H25.1.25）

平成26年 3月 基本計画（第1回変更）告示（H26.3.12：国土交通省第304号）事業費：1,530億円 工期：平成36年

平成26年 4月 成瀬ダム工事事務所 開所

平成26年 11月 「雄物川水系河川整備計画」策定（H26.11.28）

平成29年 3月 新事務所庁舎開所（H29.3.23）

平成29年 4月 「雄物川水系河川整備計画」変更（H29.4 13） ※ダム型式変更

平成29年 9月 基本計画（第2回変更）告示（H29.9.12：国土交通省第822号） ※ダム型式変更（ロックフィルダム→台形ＣＳＧダム）

平成30年 3月 仮排水トンネルへ転流開始 （H30.3.26転流式）

平成30年 9月 ダム本体工事着工（H30.9.15着工式）

令和元年 10月 ダム堤体打設開始（R1.10.15初打設式）

令和3年 9月 基本計画（第3回変更）告示（R3.9.10：国土交通省第1255号）事業費：2,230億円 工期：令和8年

令和4年 5月 定礎式（R4.5.14）

下流工事用道路整備状況

整備前（１車線） 整備後（２車線＋歩道）
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なるせ

事業の全体工程
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実
施
計
画
調
査
段
階

調査・設計等

環境調査、水分・水質調査

工事用道路等

基礎データ収集

・測量
・地質調査 等

ダム本体関連工事

基礎処理

堤体
CSG

放流設備

原石山
（CSGの材料採取場）

仮設備
（CSG製造プラント）

ダム本体工事

転
流
工
（
（
仮
排
水
ト
ン
ネ
ル
）

基
礎
掘
削

管
理
用
設
備

付替道路の調査・設計

建

設

段

階

実施設計

試
験
湛
水

水没地用地の補償（国有林所管換）

家屋の移転補償

付替道路用地の取得 付替道路工事

完

成

（
Ｒ
８
年
度
完
成
予
定

）

：完了箇所 ：現在実施箇所

・放流設備
・ダム本体 等

補足・修正設計

埋蔵文化財調査
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成瀬ダム 全体事業工程

Ｒ８年度Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

堤頂施設等

管理設備

試験湛水

Ｒ１年度

取水放流設備

堤
体
工

基礎掘削

基礎処理

河床部置き換え
コンクリート

CSG

 Ｈ３０年度

（湛水開始）

（完了）

※クリティカル工程を示す。※事業工期変更後の事業計画を記載 5



２．令和３年度事業実施状況
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成瀬ダム建設事業の進捗状況

○予算執行状況
・総事業費 約2,230億円
・令和3年度 約234.9億円（補正予算含む）
・令和4年度 約232.4億円（当初）
・令和3年度迄 約1,228.5億円（進捗率約55.1%） （令和４年３月末時点）

ダム本体及び
関連工事

補償基準他

用地取得

（306.6ha）

家屋移転

（11戸）
100%（11戸）

約50%（153.4ha）

付替国道・付替林道
（約7.3km）

H15.3  東成瀬村（村有地）用地買収に関する覚書締結

基礎掘削
100%

堤体打設
約24.0％

試験湛水

約44%（3.2㎞）

仮排水トンネル
100%

※下流工事用道路は含まない

※国有林所管換

事業進捗率
（約2,230億円）

約55.1％（約1,228.5億円）



令和３年度 成瀬ダム事業費の概要

［総事業費］

［R３年度迄］

［総工事費］

［R３年度迄］

※工事諸費等：船舶及機械器具費、事業車両費、営繕費、宿舎費、工事諸費（広報費、車両費、庁費・工事雑費）

総事業費
2,230億円
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工事費全体
1,676億円

R３年度 の予算状況

R２年度 R３年度

事業費 当初＋補正 当初＋補正

（億円） （億円） （億円）

1,676.2 752.1 44.9% 924.1 208.9 210.3

247.0 212.8 86.2% 34.2 11.2 9.1

183.3 174.4 95.1% 8.9 8.6 8.8

123.5 89.2 72.2% 34.3 6.6 6.6

2,230.0 1,228.5 55.1% 1,001.5 235.3 234.8

事業費の執行状況

総事業費
（億円）

R３年度迄
残事業費
（億円）執行率

工事費 工事費

測量設計費 測量設計費

用地費及補償費 用地費及補償費

工事諸費等 工事諸費等

合計 合計

費目別執行額
ダム費 601.5億円

R３年度迄

工事費　合計 752.1億円

管理設備費 12.0億円
仮設備費 138.6億円



国道３４２号国道３９７号

至奥州市

下
流
工
事
用
道
路

成 瀬 川

至一関市

国道３４２号
赤 川

北
ノ

俣
沢

岩
井
川Ⅰ

工
区

岩
井
川Ⅱ

工
区

国道３９７号

付替国道 L=5.3km

施設維持

２号トンネル Ｌ＝1.8 ｋｍ

２号橋
Ｌ＝156ｍ

地山対策

P1進入路

付替林道

国道13号

至湯沢市

至大仙市

P1
A2

A1

岩
井
川

至横手市

成瀬ダム工事事務所

工事用道路

（将来：管理用道路）

上流迂回路
L=1.0km

一次供用区間（H24.4.27） L=4.2km

付替国道
L=3.2km

《 計画貯水池平面図 》

令和３年度予算：２３４．９億円（前年度比１．０倍） ※令和２年度予算：２３５．３億円

※ 上記のほか、水理水文調査、環境調査の各種調査検討等を継続する。

凡 例

橋 梁

ト ン ネ ル

現 道

河 川

ダ ム 貯 水 池

N

令和３年度事業内容

本体建設工事

①堤体基礎掘削
②堤体打設
③原石山表土処理・材料採取
④右岸地山対策（押え盛土）
⑤残土処理工

⑤

①②

ダム堤体

③

④

取水設備工事

令和２年度迄

令和３年度予定

凡 例

令和４年度以降

9

放流設備工事

林道付替工事

２号トンネル工事

堤体仮設備

付替林道

・舗装工事（R2繰越）
・照明設備工事
・非常用警報設備工事

国道付替２号橋上部工工事

原石山

（赤滝）

・戸当部材設置、工場製作

・放流管据付、工場製作

トクラストックヤード



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

工事以外

令和３年度 実施工事

件 名 工 期 契 約 額 工 事 内 容

成瀬ダム堤体打設工事（第１期） 平成30年5月～令和5年3月 49,706,812,800円 ダムの堤体を構築する工事の実施。

成瀬ダム原石山採取工事（第１期） 平成30年5月～令和5年3月 23,566,280,400円
ダムの堤体で使用する材料を採取する工
事の実施。

成瀬ダム国道付替２号橋上部工工事 令和元年7月～令和3年12月 800,283,000円 国道付替２号橋の上部の工事を実施。

成瀬ダム取水設備新設工事 令和元年9月～令和6年3月 3,319,030,000円
下流への利水補給、発電に活用する水を
取水する設備の工事を実施。

成瀬ダム放流設備新設工事 令和2年10月～令和5年11月 480,260,000円
下流への利水補給、発電に活用する水を
取水して放流するための設備の工事を実
施。

成瀬ダム施設整備工事 令和3年4月～令和3年11月 17,534,000円 管理上必要な道路の維持・修繕の実施。

成瀬ダム国道付替椿川地区舗装工事 令和3年5月～令和4年3月 384,230,000円
国道付替２号トンネル内の舗装工事を実
施。

成瀬ダム林道付替椿川地区改良外工事 令和3年7月～令和3年12月 68,860,000円 椿川地区林道の道路改良等工事を実施。

成瀬ダム場内整備工事 令和3年11月～令和4年3月 38,610,000円
管理上必要な道路の維持・修繕や除雪の
実施。

成瀬ダム国道付替２号トンネル照明工事 令和4年2月～令和5年1月 137,280,000円
国道付替２号トンネルのトンネル照明を
設置する工事を実施。

成瀬ダム国道付替２号トンネル非常警報
設備設置工事

令和4年3月～令和5年3月 128,260,000円
国道付替２号トンネルの非常警報設備を
設置する工事を実施。

成瀬ダム林道付替改良工事 令和4年3月～令和4年12月 197,560,000円 付替林道の改良工事の実施。

成瀬ダム国道付替舗装工事 令和4年3月～令和4年10月 114,565,000円 付替国道の終点側の舗装工事を実施。

水理水文調査、環境調査の各種調査検討等 29件
10



堤体打設進捗状況（R3年度末時点）
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＜打設量＞
全体計画 488万m3
R3年11月末まで 117万m3(24.0%)
R1年度計 1万m3
R2年度計 34万m3
R3年度計（計画）81万m3
R3年度計（実績）82万m3（計画比1.01）

※止水コンクリート等を含む。

成瀬ダム堤体打設工事 令和３年度工事進捗状況①



なるせ

令和4年7月27日撮影◆施工状況…ダムサイト下流から上流を望む
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成瀬ダム堤体打設工事 令和３年度工事進捗状況①

栗駒山
（標高1,626m）

秣岳
（標高1,424m）

国道342号

【右岸】 【左岸】

DX LABO

下
段

仮
排

水
ト

ン
ネ

ル

上
段

仮
排

水
ト

ン
ネ

ル

くりこまやま
まぐさだけ



令和4年7月27日撮影

◆施工状況…ダムサイト左岸を望む

左岸天端取付位置

下流側

上流側
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成瀬ダム堤体打設工事 令和３年度工事進捗状況②

造成岩盤



◆施工状況…ダムサイト右岸を望む

令和4年7月27日撮影

ＤＸ ＬＡＢＯ

右岸天端取付位置

下流側

上流側
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成瀬ダム堤体打設工事 令和３年度工事進捗状況③



◆施工状況…ダムサイト右岸段丘部を望む

令和4年7月27日撮影

上流

造成岩盤

下流

展望台

減勢工

施工設備

DX LABO

【右岸】
【左岸】

15

成瀬ダム堤体打設工事 令和３年度工事進捗状況④



・複雑かつ錯綜する工種間の手戻り防止等施工効率化を図るため、CIM[Construction Information Modeling]を活用。
・三次元化された設計により、堤体内部構造物の見える化が図られ、効率的な設計照査および施工計画を実現。
※２次元設計の３次元化は堤体打設工事ＪＶにおいて実施している。

堤体透視図（堤内構造物）

１６

監査廊プレキャスト製品配置検討

打設進入路全体パース

造成岩盤止水板・スライド型枠干渉チェック

成瀬ダム堤体打設工事 施工におけるＣＩＭ活用事例
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掘削可能標高 EL445.0

1
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1７

原石山平面図 原石山掘削状況横断図

＜原石山採取施工進捗状況＞
全体計画【材料総量】 255万m3

（うち捨石および林道34万m3含む）
R2年度まで 45万m3
R3年度施工量 65万m3

R3年11月末 進捗率 約43%
※コンクリート用原石を含む。

（Ａ）

R3採取完了範囲

R2まで採取済範囲

掘削可能標高 EL445.0

Ｒ4年5月10日撮影

成瀬ダム原石山採取工事 令和３年度工事進捗状況①



◆施工状況…赤滝右岸プラントヤードを望む

令和4年7月19日撮影

Ａ系骨材貯蔵設備
Gmax40㎜

Ａ系・Ｂ系コンクリート製造設備

Ｂ系骨材貯蔵設備
Gmax80㎜

ＣＳＧ製造設備（製造能力360m3/h×3セット）

原石山材・段丘材
二次ストックヤード 原石山材一次ストックヤード

Gmax80㎜

1８

Ａ系 ： 保護コンクリート
Ｂ系 ： 止水・構造用コンクリート

成瀬ダム原石山採取工事 令和３年度工事進捗状況②

Ｒ６地山対策工（押え盛土）

骨材中央操作室

原石山材破砕設備

原石山材料採取工事範囲



・ダム工事における建設生産システムの生産性向上を図ることを目的としてICT（情報通信技術）を積極導入。
ICT：Information and Communication Technologyの略

・原石山材料採取工事において、掘削数量の算出に UAV測量結果から出来形を3Dモデル化し、土量の自動
計算を行う「３DR ＳｉｔｅＳｃａｎ」 を導入。

・原石山3Dモデル化による進捗の見える化、毎月の掘削土量を自動計算することにより、進捗管理（横断測
量）の 大幅な簡素化が図られた。

原石山3Dモデル化+土量の自動計算

【進捗管理】 従来：横断測量(１日外業) + 図面作成、数量計算(内業１日) ＝ ２日(実働)
現行：UAV測量(半日) + 自動計算(夜間半日) ＝ 半日(実働)

１９

成瀬ダム原石山採取工事 施工におけるICTの活用



◆設備の目的：下流への利水補給、発電
◆取水方式：選択取水（任意の水位からの取水可能）
◆取 水 量：最大18m3/s

（但し、底部取水能力は最大46m3/s(水位がSWL時)）
◆形 式：直線多段式ローラゲート
※SWL：サーチャージ水位(洪水時最高水位)

取水設備呑口部施工状況（R2.11）

成瀬ダム取水設備新設工事 令和３年度工事進捗状況

２０

令和３年度進捗：15％完了
作業内容：工場製作

○工場製作状況（R3.6.30）

底部取水設備（戸当り）

制水設備（扉体）



○放流主ゲート
数 量：１門
形 式：ジェットフローゲート
有 効 径：1,500㎜
開閉方式：油圧シリンダ式

○放流副ゲート
数 量：１門
形 式：高圧スライドゲート
有 効 径：1,500㎜
開閉方式：油圧シリンダ式

○工場製作状況（R3.12.16）

主ゲート

分岐管

成瀬ダム放流設備新設工事 令和３年度工事進捗状況

２１

令和３年度進捗： 60％完了
作業内容：工場製作



(2号トンネル)

(国道342号)

橋長L=155.5m

支間長76.35m 支間長76.35m

I=3.4%

成瀬ダム国道付替2号橋上部工工事

令和2年11月撮影

成瀬ダム国道付替2号橋上部工工事

進捗率
上部工 38％

進捗率
上部工 100％

２２

R３年度施工箇所

施工済箇所

凡例

令和4年6月撮影



成瀬ダム国道付替椿川地区舗装工事

令和３年５月撮影

進捗率 ０％ 進捗率 １００％ コンクリ－ト舗装完了

２３

令和４年３月撮影：完成

進捗率 ４０％ 円形側溝完了

R３年度施工箇所 施工済箇所

凡例
国道342号

至 横手市

至 一関市

国道342号

国道付替2号トンネル舗装工事

・コンクリート舗装の施工
・円形側溝の施工
・埋設管路の施工

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装
円形側溝

埋設管路 埋設管路

令和３年８月撮影



1 :1
.5

1: 1. 5

1:1
.5

4
55

下
流
河
床
線

45
5

46
5.0

46
5.
0

46
5
.0

EL
.
46
5.
0

EL
.
46
5.
0

E L
. 4 2

4 . 0

EL
48
0

E
L4
9
0

EL
47
5.

0

E
L
4
77
.
5

E L
.

4 8
8
m

操
作
室

操
作
室

C
BC
2

EL 47 3 .5

EL
47 5

.0

EL
47
5.
0

濁水
処理設

備

EL48
8.

0B 系
統

一
次破

砕
設
備

C
B C
1C B
C 3CB

C
5C B
C 7C B

C 9
CB
C4C B

C 6CB
C8C B

C 1
0

EL
48

8.0

補助破砕
設備

一
次破

砕
設
備

G en .

赤滝
4G en
.

Gen.

赤滝1

赤滝6

CS
G材

料混合
設備

EL
48 6
. 0

グ
リ
ズ
リ
設
備

CS
G材

製
造
設
備

原
石
山
破

砕
材
一次

ス
ト
ッ
ク

段
丘
堆
積
CS
G
材
一
次
ス
ト
ッ
ク

A C
B Ca 1

A
CB Cb

1

AC BC
c 1

AC BC
d1

AC
B
Ca
2

AC
B
Ca3

AC
BC
b
3

AC
BC
b
2

ACB
Cc
2

AC
BC
c3

A
CB
Cd3

A
CB
Cd
2

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
設
備

A系統バ
ッチャ

ープラント

B系統バッ
チャ

ープラント

B系
統
セ
メ
ン

トサ
イ
ロ

(6
00
t)

B
BC
1

BB
C2

BB
C3

BB C
4

BB
C5

BB
C6

BB
C7

BB
C8

B BC
9

BB
C1

3

BB C1
4

BB
C1
6

BB
C
17

原
砂

設
備

製
砂
設

備

篩分設備

二次
破砕設備

三次破
砕設

備

BBB
C2

EL48 0.0

購入骨材受入 設備K BC1

ABBC3

A系
統
骨
材
貯
蔵
設
備

BB
C1
5

赤滝5

G e
n .

赤
滝
2

赤滝3

G en .

Ge n.

養
生
室

試
験

室

E
L
. 4

8 6
m

CBC
14

CB
C11

CB
C1
2

CBC
13

CSG
材
積
込
み

用
ス
トッ

ク

A系統セメ
ント

サイロ(60
0t)

EL
47
5.
0

A系
統
骨
材
貯
蔵
設
備

K
BC
2

KBC3

5- 0

5
- 0

5-
0

5 -
0

20
- 5

20
-5

40
-2
0

4 0
- 2

0

原
石山破砕材一

次ストック

段
丘堆積

C SG
材一次

ストック

EL
.4

65
.
0

試
験室

K CB
Ca

2

K CB
Cb 1

K CB
C b2

K CB C
b 3

K CB C a1

KC B
Ca 3

受材

(原石
山

C SG材
)

（傾
胴３m3

×２）

受材

(
原石山C

S G材
)

C SG混
合プ

ラン
ト

（
傾胴３

m 3×
２

）

C SG混
合プラ

ント

B
系
統
骨
材
製
造
設
備

B BB C
1

骨
材貯蔵設備

5-0

2 0- 5

40
- 20

5-
0

BB
C1
0

80-
40

5-0

5-0

BB
C
11

BB
C1
2

B BC
18

E
L.
4
50
.
0

上
流

ヤ
ー

ド
造

成
天
端

（
二
次

）

1
:

1
.5

1:
1.

5

1:
1 .5

1 :
1 .

5

1:
1
.5 1
:
1
.5

+
EL5

15.0
00

+
EL5

25.0
00

+EL5
35.

000

+E
L54

5.0
00

+E
L55

5.0
00

+EL5
65

.00
0

+E
L57

5
.00

0

+E
L585

.00
0

+E
L59

5.
000

+E
L60

5.00
0

+E
L61

5.00
0

+EL6
2
5.0

00

+EL6
35.

000

+EL
645.

000

+EL
655.

000

+EL6
65.0

00

+E
L675

.000

+ E
L
51

5.
0
00

+
EL
5
2
5
.0

00

+E
L51

5.
000

計
画

採
取

高
+
E
L
.5

1
4
.0

河
床

右
岸

上
流

線

河
床

上
流

線

EL
.

43
7.

0
0

E
L.

4
26

.0
0

水
叩

き
面

標
高

E
L.

42
6
.0

0

EL
.4

31
.

50

E
L.

44
3
.0

0

1:1.0

常
用

洪
水

吐
き

H
=2

.
0m

×
B=

2
.4

m

堤
内

仮
排

水
路

H
=2

.5
m
×

B=
2
.0

m

EL.439.0

E
L.

45
3.

0
埋

戻
し

標
高

埋
戻

し
標

高

1
:1

.5

1:1.5

1:1.5

1:1.5

E
L.

45
3

.0

EL.439.0
埋

戻
し

標
高

E
L.

4
53

.0
埋

戻
し

標
高

1:1.5

EL
.4

5
3.

00

E
L.
45

0.
0

4 50

4 50

河
床
上
流
線

N O . 5

NO .10

N O.
1 5

NO
. 2
5

N O
. 4
0

N O
.4
5

NO
.
50

N O.
0

NO
. 20

N
O.
35

N O
.3
0

EL
5 02. 4 44

赤滝右岸ストックヤード

（赤滝原石山掘削材）

赤滝原石山

（赤滝右岸段丘堆積物）

建設発生土受入地

赤滝右岸プラントヤード

（骨材 コンクリート CSG製造設備）

転流工

上流締切

R=
∞

L
=
23
0.

00
0

BP
0+
0
0.
0
00

（地すべり対策工） 付替林道
L=540m

i=10%

EL
.
49

3.
0

1 : 0.
8

1
:0

.8

EL.503.0

EL.513.0

EL.523.0

EL.546.0

EL.556.0

EL.581.0

1:
1

.0

1: 1 .
0

1:1.0

EL.532.5

1:
1.

0
1
:0

.
8

1
:1

.
0

EL.566.0

EL.537.0

1
:1

.0

1
:1

.0

EL.576.0

i=15.0%

i
=1

5.
0
%

i=
11

.0%

i=
1

5.
0%

EL
.5
7
7.

0

EL
.626.0

EL.63
6.0

1
: 0
.
6

EL.586.0

EL.606.0

EL.596.0

EL.616.0

EL.626.0

EL.
63

6.0

1:
0.

6

1
:
0.

6

1:1.0

1
:0

.
6

1:
0.

6

1
:0

.
6

1
:1

.0

1:
1.

0

1 :
1 .

0

1:
0 .
6

1
:1

.0

1:
1
.0

1:1.0

1:
1.

0

1:
1.

0

1 :
1.

0

1
:

1.
0

1
:0

.6

1 :
1 .
0

1
:
1.

0

1:
1.
0

1:
1.
0

1:
1.
0

1:
1.
0

1:
1.
0

1:
1.

0

1:
1.

0
1:

1.
0

1:
1.
0

1:
1.
0

赤
滝
原
石
山
線

B=
1 3
m

EL
.4
60
.0

右岸下流線

赤滝右岸上流線
河
床
右
岸
上
流
線

+E
L
.4
55
.5
0
0 +E

L
.4
60
.0
00

1:1.5

+E
L
.4
5
5.
50
01:1.5

E
L.
4
60

EL
.4
70

EL
.4
80

E
L.
49
0

EL
.5
0
0

EL
.
51
0

EL
.5
20

EL
.5
30

EL
.5
30

E
L.
52
0

E
L.
5
10 E
L.
5
00

E
L.
49
0

EL
.4
80 EL
.
47
0

E
L.
46
0

EL
.
53
2
.5

+E
L.
53
2
.5

+E
L
.5
32
.5

+ E
L.
53
2 .
5

EL
.
53
2.
5

EL
.
46
3.
3
0

EL
.4
5
5.
0

1:3.0

1:3
.0

1:3
.0

1:3.0

1:3.0

付替林道
L=1,460m

施工箇所

赤滝左岸ストックヤード

成瀬ダム

成瀬ダム林道付替改良工事

24

成瀬ダム平面図
工事概要(R3) L=400m

掘削工 V= 3,000m3
盛土工 V= 700m3
路盤工 A= 1,500m2

（工事用道路）

現場状況
（路盤工）

令和3年10月撮影

現場状況
（掘削工）

令和3年12月撮影

林道付替道路４

（工事用道路）



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

トンネル非常警報設備

トンネル照明設備

付替国道２号トンネル（安全施設、トンネル照明）

R2年度 R3年度 R4年度

機器製作 据付調整・配線

灯具製作 据付調整・配線

トンネル照明設備
機器製作 （ＬＥＤ）

警報表示板

成瀬ダム国道付替２号トンネル照明工事・非常警報設備設置工事

25

トンネル照明設備
機器製作（自動調光装置）

（イメージ）



成瀬ダム施設整備工事・成瀬ダム場内整備工事

成瀬ダム施設整備工事

除草作業赤滝までの遊歩道整備 防護柵補修

成瀬ダム場内整備工事

除雪ドーザによる除雪 ロータリ除雪車による除雪 現場詰所の雪下ろし
26



３．令和４年度事業計画
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令和４年度 成瀬ダム事業費の概要

［総事業費］

［R４年度迄（予定）］

［総工事費］

［R４年度迄（予定）］

※工事諸費等：船舶及機械器具費、事業車両費、営繕費、宿舎費、工事諸費（広報費、車両費、庁費・工事雑費）

総事業費
2,230億円

28

工事費全体
1,676億円

R４年度 の予算状況

R３年度 R４年度

事業費 当初＋補正 当初

（億円） （億円） （億円）

1,676.2 963.5 57.5% 712.7 210.3 211.4

247.0 222.2 90.0% 24.8 9.1 9.4

183.3 179.1 97.7% 4.2 8.8 4.7

123.5 95.9 77.7% 27.6 6.6 6.9

2,230.0 1,460.7 65.5% 769.3 234.8 232.4

事業費の執行状況

総事業費
（億円）

R４年度迄（予定）
残事業費
（億円）執行率

工事費 工事費

測量設計費 測量設計費

用地費及補償費 用地費及補償費

工事諸費等 工事諸費等

合計 合計

費目別執行額
ダム費 808.4億円

R４年度迄（予定）

工事費　合計 963.5億円

管理設備費 13.0億円
仮設備費 142.1億円



国道３４２号国道３９７号

至奥州市

下
流
工
事
用
道
路

成 瀬 川

至一関市

国道３４２号
赤 川

北
ノ

俣
沢

岩
井
川Ⅰ

工
区

岩
井
川Ⅱ

工
区

国道３９７号

付替国道 L=5.3km

施設維持

２号トンネル Ｌ＝1.8 ｋｍ

２号橋
Ｌ＝156ｍ

地山対策

付替林道

国道13号

至湯沢市

至大仙市

岩
井
川

至横手市

成瀬ダム工事事務所

工事用道路

（将来：管理用道路）

上流迂回路
L=1.0km

一次供用区間（H24.4.27） L=4.2km

付替国道
L=3.2km

《 計画貯水池平面図 》

令和４年度予算：２３２．４億円（当初予算前年度比１．０倍） ※令和３年度予算：２３４．９億円（補正含む）

※ 上記のほか、水理水文調査、環境調査の各種調査検討等を継続する。

凡 例

橋 梁

ト ン ネ ル

現 道

河 川

ダ ム 貯 水 池

N

令和４年度事業内容

本体建設工事

①堤体基礎掘削
②堤体打設
③原石山表土処理、材料採取
④右岸地山対策（押え盛土）
⑤残土処理工

⑤

①②

ダム堤体

③

④

取水設備工事

令和３年度迄

令和４年度予定

凡 例

令和５年度以降

放流設備工事

林道付替工事

２号トンネル工事

堤体仮設備

付替林道

・照明設備工事
・非常用警報設備工事

原石山

（赤滝）

・戸当部材設置、工場製作

・放流管据付、工場製作

管理庁舎建設工事

29

・２号橋舗装
・交差点改良
・道路付属施設

国道付替舗装工事

令和５年春供用予定



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

令和４年度 予定工事

件 名 工 期 契 約 額 受 注 者 工 事 内 容

成瀬ダム堤体打設工事（第１期） 平成30年5月～令和5年3月 49,706,812,800円
成瀬ダム堤体打設工事鹿

島・前田・竹中土木特定建
設工事共同企業体

ダムの堤体を構築する工事を実施する。

成瀬ダム原石山採取工事（第１期） 平成30年5月～令和5年3月 23,566,280,400円
成瀬ダム原石山採取工事大
成・佐藤・岩田地崎特定建

設工事共同企業体

ダムの堤体で使用する材料を採取する工事を
実施する。

成瀬ダム取水設備新設工事 令和元年9月～令和6年3月 3,319,030,000円
（株）ＩＨＩインフラシス

テム

下流への利水補給、発電に活用する水を取水
する設備の工事を実施する。
※令和4年度は、設備の工場製作と底部取水設
備の据付を実施する。

成瀬ダム放流設備新設工事 令和2年10月～令和5年11月 480,260,000円 （株）丸島アクアシステム

下流への利水補給、発電に活用する水を取水
して放流するための設備の工事を実施する。
※令和4年度は、主ゲート、副ゲートと導水管
の据付を実施する。

成瀬ダム国道付替２号トンネル照明
工事

令和4年2月～令和5年1月 137,280,000円 本荘電気工業（株）
国道付替２号トンネルのトンネル照明を設置
する工事を実施する。

成瀬ダム国道付替２号トンネル非常
警報設備設置工事

令和4年3月～令和5年3月 128,260,000円 能代電設工業（株）
国道付替２号トンネルの非常警報設備を設置
する工事を実施する。

成瀬ダム林道付替改良工事 令和4年3月～令和4年12月 197,560,000円 （株）高嶋組 付替林道の改良工事を実施する。

成瀬ダム国道付替舗装工事 令和4年3月～令和4年10月 114,565,000円 （株）吉田建設 付替国道の終点側の舗装工事を実施する。

成瀬ダム施設整備工事 令和4年4月～令和4年11月 17,061,000円 （株）鈴木建設工業 管理上必要な道路の維持・修繕を実施する。

成瀬ダム堤体打設工事（第２期） 第4四半期入札予定 未契約 未契約
第１期工事に引き続き、ダムの堤体を構築す
る工事を実施する。

成瀬ダム原石山採取工事（第２期） 第4四半期入札予定 未契約 未契約
第１期工事に引き続き、ダムの堤体で使用す
る材料を採取する工事を実施する。

成瀬ダム管理庁舎建築工事 第4四半期入札予定 未契約 未契約
ダムを管理する上で必要な管理庁舎の工事を
実施する。

成瀬ダム場内整備工事 第3四半期入札予定 未契約 未契約
管理上必要な道路の維持・修繕や除雪を実施
する。

水理水文調査、環境調査の各種調査検討等 28件

工事以外
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成瀬ダム堤体打設工事 堤体打設進捗率（R4.7月末現在）



単位：ｍ３

保護Con 止水Con 構造物Con 減勢工 造成岩盤 年度合計 累計

令和元年度 0 1,130 4,882 0 0 0 6,012 6,012 0.1%

令和２年度 288,658 15,884 9,408 22,387 2,539 0 338,876 344,888 7.2%

令和３年度 707,522 30,623 15,777 29,666 2,783 29,142 815,513 1,160,401 23.4%

令和４年度 1,195,928 55,824 12,582 37,083 20,849 16,638 1,338,904 2,499,304 50.9%

令和５年度 1,634,792 96,913 687 21,947 15,527 17,140 1,787,005 4,286,309 87.6%

令和６年度 484,490 77,327 0 25,631 0 0 587,448 4,873,757 99.8%

令和７年度 0 126 0 8,344 0 0 8,470 4,882,228 100.0%

全体数量 4,311,390 277,827 43,336 145,058 41,697 62,920 4,882,228

※令和３年度までは実績数量、令和４年度以降は見込み数量。

年度別打設数量表

進捗率
（造成岩盤除き）

合計コンクリート
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令和７年度

ダム正面図（上流面図）

ダム標準断面図（最大断面）
ダム標準断面図（取水塔部）

1:
0.
8 1:0.8

8000

最低基礎岩盤標高 EL418.000

補助カーテングラウチング
@3.0m格子 L=5.0m

カーテングラウチング

止水コンクリート区間

22000

EL420.000

600 600

基礎排水孔
下流向5°着岩後5m
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※ダム上流面図とダム標準断面の縮尺は異なる

第１期

第２期 第１期

第２期

第１期

第２期 第１期

第２期

成瀬ダム堤体打設工事 令和4年度工事計画

※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。

令和４年度

令和４年度

令和４年度
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成瀬ダム堤体打設工事 Ｒ４年度以降の堤体施工ステップ図（イメージ）
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（R６） （R７）
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成瀬ダム原石山採取工事 令和４年度工事計画
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原石山平面図

A測線

令和 4年 6月 29日撮影

原石山掘削状況横断図

R4年度計画（見込み） 進捗率 約70%
※コンクリート用原石を含む。

（Ａ）

R4.6末まで採取完了範囲

R3まで採取済範囲

R4年度採取予定範囲

＜原石山採取施工進捗状況＞
全体計画【材料総量】 255万m3

（うち捨石および林道34万m3含む）
R3年度まで 110万m3
R4年度(6月末まで） 129万m3 
R4年度予定施工量 68万m3

（R4末予定累計178万m3 ）

掘削可能標高 EL445.0



取水設備（戸当り製作）

取水設備（扉体製作）

成瀬ダム取水設備新設工事 令和４年度工事計画
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◆設備の目的：下流への利水補給、発電
◆取水方式：選択取水（任意の水位からの取水可能）
◆取 水 量：最大18m3/s
（但し、底部取水能力は最大46m3/s(水位がSWL時)）

◆形 式：直線多段式ローラゲート

令和４年度 作業内容
工場製作 ・ 現地据付

○工場製作（R4.4月撮影）



成瀬ダム放流設備新設工事 令和４年度工事計画

○放流主ゲート
数 量：１門
形 式：ジェットフローゲート
有 効 径：1,500㎜
開閉方式：油圧シリンダ式

○放流副ゲート
数 量：１門
形 式：高圧スライドゲート
有 効 径：1,500㎜
開閉方式：油圧シリンダ式

36

令和４年度 作業内容
工場製作 ・ 現地据付

○放流設備据付状況（R4.7.1）

○放流管埋設状況（R4.7.1）

放流管

分岐管

○放流設備据付状況（R4.7.1）

放流管

放流管



建築工事

電気工事

機械工事

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

基礎・駆体 内装・外壁
外部

廻り調整・準備

成瀬ダム管理庁舎建築工事 令和４年度工事計画
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○管理庁舎建築工事 一式
RC-2階建て 延べ面積 約1,200m2

管理庁舎予定箇所

成瀬ダム

完成予想図（イメージＣＧ）

東立面図

西立面図

南立面図

北立面図

令和4年7月27日撮影



成瀬ダム国道付替舗装工事

■橋面舗装

■交差点改良
■交差点改良

起点部 終点部

平面図 平面図

橋面舗装

38令和4年7月撮影 令和4年7月撮影



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

トンネル非常警報設備

トンネル照明設備

付替国道２号トンネル（安全施設、トンネル照明）

R2年度 R3年度 R4年度

機器製作 据付調整・配線

灯具製作 据付調整・配線

トンネル照明設備
設置作業（ＬＥＤ）

警報表示板
（基礎設置）

39

令和4年7月撮影

令和4年7月撮影

成瀬ダム国道付替２号トンネル照明工事・非常警報設備設置工事



林道付替道路3
L=540m

令和３年度

令和４年度

令和５年度以降

施工年度

令和２年度まで

林道付替道路４ L=1,460m

工事用道路
L=800m

工事用道路
L=400m

L=820m

成瀬ダム林道付替改良工事
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L=100m

L=180m

L=240mL=300m

林道付替道路4
L=360m

林道付替道路４

林道付替道路3
（道路土工）

令和4年7月撮影

林道付替道路4
（道路土工）

令和4年7月撮影



令和４年度 調査実施箇所

41

調 査 名 箇 所 調 査 内 容

環境調査

魚類調査 ４箇所
事業による影響を定量的に把握するため、調査対象魚
種を同一箇所、同一手法で年３回（春季、夏季、秋
季）調査を実施する。

採水、流量観測 ７箇所
工事に伴う水質への影響を把握する調査を実施する。（月
１回、高水時）

騒音振動調査 １箇所
建設機械の稼働及び工事車両の運行により発生する騒
音振動の調査を実施する。

粉じん調査 １箇所
建設機械の稼働により発生する粉じん等の拡散に影響
を与える気象の状況を把握する調査を実施する。

産卵場調査 ７箇所 調査対象魚種の産卵場や産卵環境の調査を実施する。

湖岸植生調査 １式
植物の重要な種及び群落を対象として、｢工事の実施｣
及び｢土地又 は工作物の存在及び供用｣におけるこれ
らへの影響について調査を実施する。

猛禽類調査 １式
工事実施による成瀬ダム建設地及びその周辺地域にお
ける、ワシタカ類を始めとする、猛禽類の繁殖活動へ
の影響調査を実施する。

地質調査 ４箇所
堤体基礎岩盤の地質状況・透水性状の把握、右岸上流
にあるＲ５、Ｒ６地すべり及び左岸ゆるみ岩盤部の地
質を把握するための調査を実施する。

埋蔵文化財調査 １箇所 確認調査で確定した範囲の発掘調査を実施する。



４．事業監理
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前回委員会（R3.5.31）の意見と対応

43

○成瀬ダム建設事業の事業費と工期について

［意見］ 今後の発注や施工段階において、更なる工夫が必要であり、品質の確保・安全
管理に十分留意しつつ、早期完成に努めること。

［対応］ コスト・工程管理等、事業マネジメント体制の強化を図ることを目的に新たに「成
瀬ダムコスト縮減推進室」を設置。組織的取り組みの活性化を図るとともに、整備
局と連携し、計画工期、計画事業費を遵守する事業監理を引き続き徹底する。

（コスト縮減の取り組み状況P.44～47 ）

○コスト縮減について

［意見］ 提示されたコスト縮減項目については、実施に向けた検討を確実に進めるととも
に実施状況を本委員会で確認していく。

［対応］ 「成瀬ダムコスト縮減に関する行動指針」を策定。行動指針に基づき、品質と安
全に関わる項目を除いては、聖域を設けずに点検を実施。点検により抽出された
コスト縮減検討項目の内、具体化可能な項目については設計変更指示等により、
現場施工に随時反映している。（コスト縮減の取り組み状況P.48～ P.69）

○令和２年度事業実施状況及び令和３年度事業計画について

［意見］ 本体工事の実施にあたって、品質の確保・安全管理に努めていることを確認し
た。今後も品質の確保・安全管理に留意すること。

［対応］ 引き続き、品質確保・安全管理に十分留意し、効率的な事業推進に努める。



成瀬ダムコスト縮減推進室規約

（名称）

第１条 本組織は、成瀬ダムコスト縮減推進室（以下「推進室」
という。)と称する。

（目的）
第２条 推進室は、安全と品質の確保を最優先に、下記目標の達

成に向けた継続的かつ実効性あるコスト縮減活動を推進
するため、必要な検討、調整等を行うことを目的とする

【数値目標：事業費の約5%】
※ライフサイクルコスト（LCC）低減の取り組みを含む
全体の縮減目標とする。

（検討・調整事項）
第３条 推進室は、前条の目的を達成するため、次に掲げる内容

を検討、調整する。
（１）所内の役割と責任を明確化し、情報の共有と対応レスポン

スの向上を図る。
（２）[計画・設計」、「施工」、「維持管理」等の各分野におけ

るコスト縮減項目の把握・分析を行う。
（３）検討の進捗状況等について、PDCAサイクルにより継続的か

つ定期的にフォローアップを実施し、必要に応じ見直しを図
る。

（４）設計コンサルタントや施工JVとのコスト縮減意識の共有と
醸成を図り、民間技術力の積極的活用を図る。

（５）成瀬ダム建設事業マネジメント委員会に目標に対する取り組
み内容及び進捗状況を報告し、その結果を公表する。

（６）その他目的達成に必要な事項。

（組織）
第４条 推進室は下記に掲げる職員により構成する。
２ 成瀬ダム工事事務所 建設専門官、建設監督官、課長、専門

官、係長

（室長及び職務代理）
第５条 推進室に室長を置く。
２ 室長は成瀬ダム工事事務所副所長（技術）をもって充てる。
３ 室長は推進室を代表し、室務を総理する。
４ 室長が出席できないときは、室長があらかじめ指名したもの

がその職務を代理する。

（任期）
第６条 職員の任期は、推進室が存続する期間とする。
２ 異動等に伴う職員の変更は、特別な理由がある場合を除き、

前任者から引き継ぐものとする。

（事務局）
第７条 推進室の事務局は、建設監督官（工務課）に置く。

（ミーティング）
第８条 推進室のミーティングは、室長が招集する
２ 第１項にかかわらず、室長が認める場合、職員を招集せず、

書面による開催とすることができる。
３ 室長が必要と認める場合は、職員以外の出席を求め、意見を

聞くことができる。

（その他）
第９条 この規約に定めるもののほか、必要な事項は、室長が職

員に諮って定める。
ただし、軽微な内容のものは、室長が定めることができる

附則
この規約は、令和３年８月２０日から施行する。
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コスト縮減【コスト縮減推進室の設置】



コスト縮減【コスト縮減ミーティング】
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○コスト縮減推進ミーティングの実施

■ 目的

・ 所内の役割と責任を明確化し、情報の共有と対応レスポンスの向上を図る。
・ 「計画・設計」、「施工」、「維持管理」等の各分野におけるコスト縮減項目の把握・分析を

行う。
・ 関係者間で取り組み内容と進捗状況等を確認、PDCAサイクルによる見直しを図り、

フォローアップ等による継続的監理を実施する。

■ 開催状況

・ 第１回コスト縮減推進ミーティング
（令和3年8月20日）

・ 第２回コスト縮減推進ミーティング
（令和3年12月8日）

・ コスト縮減推進ミーティング（書面開催）
（令和４年３月１8日）

・ 第３回コスト縮減推進ミーティング
（令和４年６月９日）

第３回開催状況



コスト縮減【施工ＪＶ等との技術的対話】

46

○施工ＪＶ等との技術的対話を通じて民間技術力を引き出す取り組みを活性化。

■ 目的

・ 設計コンサルタントや施工JVとのコスト縮減意識の共有と醸成を図り、民間技術力の
積極的活用を図る。

・ プロポーザルの技術提案におけるコスト縮減に資するテーマ設定や、業務、工事にお
ける三者会議の活性化等、民間技術力を引き出す取り組みの充実を図る。

■ 開催状況

・ 施工JVとの工事調整会議
（令和３年９月２７日）

・ 施工JVとの工事調整会議
（令和３年１２月２１日）

・ 施工JVとの工事調整会議
（令和4年４月１１日）

・ 施工JVとの工事調整会議
（令和4年7月6日）

工事調整会議（令和4年7月6日）



〇東北地方整備局では、事業費増や工期延長のリスクを低減することを目的に、事務所にお
ける事業監理のとりくみをさらに強化・徹底するとともに、整備局（河川部）に新たに「東北地
方整備局建設ダム等マネジメント会議」を設置(第１回 R3.12.21～24)。整備局として事務所の
事業監理をバックアップする体制を充実。

● 建設ダム等マネジメント会議

●マネジメント会議の実施状況●コスト縮減○目的
東北地方整備局が施行する建設ダム等事業の事業費増や
工期延長のリスクを低減し、合理的に進めるため、事業監理
に関する内容について確認、助言することを目的とする。

〇会議名
東北地方整備局建設ダム等マネジメント会議

〇メンバー
河川部長、 河川調査官、河川情報管理官、
河川保全管理官、河川計画課長、河川工事課長、
河川管理課長、各建設ダム事務所長
その他必要に応じて（機械、電気、建築等）

〇開催頻度
実計前の１回／年を基本とする。なお、個別の懸案等が生
じた場合は必要に応じて開催。

〇議事
事業の進捗状況、事業費、工期、課題、地域振興等幅広い
テーマについて、事業の状況に応じて議論

47

コスト縮減【上部機関におけるバックアップ体制充実】



成瀬ダムコスト縮減に関する行動指針

１．基本的事項

・事業の全プロセス、全項目を対象に、品質と安全以外の聖域を設け
ず、コスト縮減の観点からの点検を実施。
・点検の結果、金額の大小によらず縮減可能な項目は全て見直す。
・業務、工事の増工額１００万円以上について、所内変更伺いの徹底
・業務、工事の施工承認時にコスト縮減検討内容を説明。

２．点検の視点

・上記基本的事項に基づき、下記視点からの点検を実施し、コスト縮
減を検討。

(1)調査・計画にさらなる見直しの余地はないか？

(2)求められる性能に対し、過大なものとなっていないか？

(3)真に必要な機能に限定しているか？(「あれば便利」はいらない)

(4)過剰な品質・安全（オーバークオリティ）になっていないか？

(5)景観デザインを優先しすぎてコスト高を招いていないか？

(6)施工歩掛り、資材等単価見積りの妥当性をチェックしているか？

(7)工法比較を適正に行っているか？

(8)施工計画にさらなる工夫の余地はないか？

３．民間技術力の活用

・設計コンサルタントや施工ＪＶとの対話を通じたコスト意識の共有
と醸成。
・プロポーザルの技術提案におけるコスト縮減に資するテーマ設定や
業務、工事における三者会議の活性化等、民間技術力を引き出す取り
組みの充実。

４．フォローアップ

・「コスト縮減推進会議」を設置し、関係者間で取り組み内容と進捗
状況等を共有、ＰＤＣＡサイクルによる見直し、フォローアップ等継
続的監理の実施。
・成瀬ダム建設事業マネジメント委員会において、目標に対する取り
組み状況の報告、結果の公表。調査

計画

設計

積算

施工

管理

LCC

48

コスト縮減【コスト縮減行動指針の策定】

○コスト縮減に関する事務所統一指針
を策定し、事業の全プロセス、全項目
を対象にコスト縮減の観点からの点
検を実施。

〇関係者に周知徹底を図り、推進室を
中心とするＰＤＣＡサイクルによる監理
により取り組みの実効性を確保。



コスト縮減【新たに適用可能となった項目一覧】

49 ※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。

段階 コスト 工程

1 堤体工事 設計 ○ 左岸上流掘削形状の見直し（盤上げ）
堤体左岸上流部において、想定よりも浅い位置で基礎岩盤を確認したことから掘削形状を見直し。基礎掘削量と堤体打
設量の削減を図った。

80

2 堤体工事 設計 ○ 基礎岩盤スケッチにおける作業実績を踏まえた精算
堤体打設前の基礎岩盤において実施する岩盤スケッチについて、地質構成が比較的単純な河床部付近については、作
業実績を踏まえ精算することとした。

84

3 堤体工事 設計 ○ ○ エレベータの配置見直し
堤体エレベーターは、最大断面である河床部に配置する計画であったが、管理所からのアクセスが容易となるよう、堤体
中央付近に配置を見直しすることとした。

52

4 堤体工事 計画 ○ 堤体変形計測方法の見直し
台形ＣＳＧダムの変形特性や成瀬ダムの地質的特徴を考慮し、近年、ダムの変形計測方法として実績のある「GPS」によ
る変形計測に見直し。

26

9 堤体工事 設計 ○ 材料使用計画を踏まえた堤体配合区分の見直し
令和4年度以降の堤体材料採取計画が明確になったことを踏まえ、使用材料に応じた堤体配合区分に見直すことで使用
するセメント量を減ずることが可能となった。

57

14 堤体工事 設計 ○ 造成岩盤置換コンクリートの打設方法見直し
当初、供給能力が不足するため現場製造のダムコンクリートを使用する計画としたが、工程を見直し一般の生コンプラン
トからの供給をうける計画に変更した。

47

19 堤体工事 設計 ○ 右岸リム部のカーテングラウチング計画の見直し
カーテングラウチングの改良範囲について、施工実績および追加地質調査結果に基づき岩盤の透水性を再評価し改良
範囲を見直した。

100

22 堤体工事 設計 ○ R5-2地すべりアンカーの設計見直し
最新の地すべり動態観測結果を反映した地すべり解析に基づき、アンカー工の詳細設計（最適配置検討）を行った結果、
アンカー設置角度を見直すとともに１本当たりの設計アンカー力を向上させることでアンカー工の数量を縮減することとし
た。

400

31
埋蔵文化財発
掘調査

施工 ○ 県の埋蔵文化財発掘調査結果による見直し 北ノ又沢Ⅰ・Ⅱ遺跡は発掘調査を予定していたが、県の確認調査結果を踏まえ、発掘調査が不要となった。 262

41 付替国道 計画 ○
２号トンネルの埋設物鞘管条数の見直し（ＣＣＴＶ等の光ケーブル引き込
みの必要性を再整理）

ＣＣＴＶ等の光ケーブル引き込みの必要性を再整理し、埋設物鞘管条数を見直すことで、布設延長の縮減を図った。 16

43 堤体工事 設計 ○ 仮設運搬路の残置 撤去することとしていた堤体下流の仮設運搬路について、一部を残置することとした。 200

51 原石山工事 施工 ○ 材料ストック計画見直し
原石山破砕材については、地山の材質変化による品質管理基準の再検討期間を考慮し、１ヶ月分をストックヤードに仮置
きしているが、原石山の品質が安定してきたことを踏まえ、令和４年度よりプラントへの直送運搬に切り替えることとした。

500

53 付替国道 設計 ○ ２号トンネル照明を従来型からLED型へ見直し
照明の光源を従来型（セラミックメタルハライドランプ）からLED型に変更し、アルミ製器具、配線支持金具（逆Ｌ型）の採用
よる施工の省力化を図った。

1

54 付替国道 施工 ○ ２号トンネル灯具コネクタ、ケーブルフックの採用 灯具の結線手間が不要となるコネクタ、ケーブルフック（ソフトフッカー）の採用により、工期の短縮を図った。 5

55 管理設備 設計 ○ 管理庁舎内発々において発電機盤搭載型を採用 発電機盤及び蓄電池を従来型の自立式から搭載型に変更。 7

58 管理設備 設計 ○ 管理庁舎設計の見直し
・庁舎外壁の仕様を「外壁タイル」から「金属外装（ガルバリウム鋼板）」に変更。
・当初設計の屋上展望台（デッキ＋手摺り）を取りやめることとし、エレベータを廃止した。

40

1,877

ＬＣＣ関連

段階 コスト 工程

1 付替国道 LCC ２号トンネル警報表示板を従来型から薄型へ見直し 機種を従来型（インナーメンテ型）から薄型に変更。 7

8 管理設備 LCC 管理庁舎内無停電電源設備において長寿命MSE形蓄電池を採用 長寿命MSE形蓄電池を採用し、ランニングコストの縮減を図った。 4

9 管理設備 LCC 監査廊の照明においてLED光源を採用 照明の光源を従来型（蛍光灯）からLED型に変更し、消費電力の省力化、長寿命化を図った。 2

10 管理設備 LCC ２号トンネルの照明においてLED光源を採用 照明の光源を従来型（セラミックメタルハライドランプ）からLED型に変更し、消費電力の省力化、長寿命化を図った。 54

67

縮減概算額
（百万円）

管理
番号

種別
区分

検討内容 内訳等
縮減概算額
（百万円）

管理
番号

種別
区分

検討内容 内訳等



50

●.左岸上流掘削形状の見直し（盤上げ）【縮減見込額 約８０百万円】

コスト縮減（新たに適用可能となった項目①）

堤体左岸上流部において、想定よりも浅い位置で基礎岩盤を確認したことから掘削形状を見直し。

基礎掘削量と堤体打設量の削減を図った。
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コスト縮減額 C=80百万円

掘削，堤体（ＣＳＧ） ▲V=6,000m3

基礎岩盤線(変更)

基礎岩盤線(当初)

※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。
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●.岩盤スケッチにおける作業実績を踏まえた精算【縮減見込額 約８４百万円】

コスト縮減（新たに適用可能となった項目②）

堤体打設前の基礎岩盤において実施する岩盤スケッチ＊について、地質構成が比較的単純な河床部付近については、作業実績を踏まえ精算すること
とした。

* 岩盤スケッチ：基礎岩盤において、ロックハンマーによる打音（硬さの判定）、岩盤の亀裂の間隔・状態、断層の有無・挟在物の性状等、当該箇
所の基礎岩盤性状を人力で記録し、基礎岩盤としての妥当性について評価を行う基礎資料とするもの。

▲岩盤スケッチ図の例（単価見直し区間｜一様な岩盤で断層も分布しない）

▲岩盤スケッチ図の例（単価見直し区間以外｜地質が複雑で断層も分布）

岩盤スケッチ実施範囲

岩盤スケッチ実施範囲
(単価見直し区間)
A=50,200m2

コスト縮減額 C=84百万円（対象面積 A=50,200m2）

80 m2/日

160 m2/日

0

50

100

150

200

単価見直し区間以外 単価見直し区間

平
均
日

当
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業
量

※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。
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●.エレベーターの配置見直し【縮減見込額 約５２百万円】

コスト縮減（新たに適用可能となった項目③）

堤体エレベーターは、最大断面である河床部に配置する計画であったが、管理所からのアクセスが容易となるよう、堤体中央付近に配置を見直しす
ることとした。

これにより、エレベーターの設置延長、エレベータからの上下流連絡通路の設置延長が減となった。

コスト縮減額 C=52百万円
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※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。



コスト縮減額 C=26百万円

プラムライン N=1箇所，構造Con V=1,300m3
ＧＰＳ N=12基
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●.堤体変形計測方法の見直し【縮減見込額 約２６百万円】

コスト縮減（新たに適用可能となった項目④）

堤体の変形計測方法について、当初、コンクリートダムに用いられる「プラムライン（下げ振り）」により計画。

その後、詳細な検討を行い、台形ＣＳＧダムの変形特性や成瀬ダムの地質的特徴を考慮し、近年、ダムの変形計測方法として実績のある「GPS」によ
る変形計測に見直し。
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▲GPS配置箇所案（配置箇所は精査中）

▲GPS設置イメージ（写真は他ダム）

：GPS（固定点）

：GPS（可動点）

▲プラムラインのイメージ＊
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▲プラムライン設置位置（平面図）

プラムライン

ダム天端標高 EL.532.

J13 J14 J15 J16 J17 J18

15000 15000 15000 15000 15000 15000 1500

BL.13 BL.14 BL.15 BL.16 BL.17 BL.18 BL.1

昇降設備

4500

7500

プラムライン

EL.453.000

▲プラムライン設置位置（上流面図）

プラムライン

＊コンクリートダムの細部技術，
(財)ダム技術センター

H=
3,

50
0

【当初計画】 【変更計画】

※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。



J1J0

ダム天端標高 EL. 532.5 00

J2 J3 J4 J5 J6 J7 J8 J9 J 10 J 11 J 12 J 13 J 14 J 15 J 16 J 17 J 18 J 19 J 20 J 21 J 22 J 23 J 24 J 25 J 26 J 27 J 28 J 29 J 30 J 31 J 32 J 33 J 34 J 35 J 36 J 37 J 38 J39 J 40 J 41 J42 J 43 J 44 J45 J 46 J 47 J48 J5 1

(1337 4) (152 96) (152 96) ( 15296) (1529 6) (1 5296 ) (1 3374 )

BL.1 B L.2 B L.3 BL .4 BL.5 BL.6 B L.7 B L.8 BL.9 BL. 10 BL.1 1 BL.1 2 BL.1 3 BL.1 4 BL.1 5 BL.1 6 BL.1 7 BL.1 8 BL.1 9 BL.2 0 BL.2 1 BL.2 2 BL.2 3 BL.2 4 BL.2 5 BL.2 6 BL.2 7 BL.2 8 BL.2 9 BL.3 0 BL.3 1 BL.3 2 BL.3 3 BL.3 4 BL.3 5 BL.3 6 BL.3 7 BL.3 8 BL.3 9 BL.4 0 BL.4 1 BL.4 2 BL.4 3 BL.4 4 BL.4 5 BL.4 6 BL.4 7 BL.4 8 BL. 51

J 49

BL.4 9

J 50

BL.5 0

サーチャージ水位 SWL.5 27.8 00

設計洪水位 HWL.5 31.5 00

▼527 .800

常時満水位 NWL.5 18.6 00

H2.0m×B2.4m×2門

常用洪水吐

▼518 .600

最低水位 LWL .465. 300

E L.493.00 0

E L.420.00 0

EL.4 35.0 00

( )寸法はブロック幅寸法は天端上流縁投影長を示す

EL.41 8.00 0

EL .455 .000

EL.480 .000

E L.455 .000

1:
1.0

取水設備
昇降設 備

1
:
0
.8

EL444.000

EL450.750
EL449.250

EL429.000

EL480.000

EL455.250

EL461.250

EL467.250

EL473.250

EL479.250

EL468.750

EL494.250 EL494.250

EL531.750 EL531.750

桧山台

赤滝右岸

ダムサイト

赤滝左岸

E L.452 .000

桧山台

赤滝右岸

ダムサイト

赤滝左岸

EL492.750 EL492.750

110 00 120 00

越流部 710 00 （有効越流幅 59 000 )

2000120 00 4000 4000 2000120 00120 00

1 50 00 1 50 00 15 00 0150 00 15 00 01 50 00

1 885

150 00140 00

1885

曲線長 10 12 29（曲率半径R=2 00 m）

150 00 1 500 0 1 50 00 150 00150 00 150 00150 00 150 00 150 00 150 00 150 00150 00 150 00150 00 150 00150 00 150 00 150 00150 00 150 00150 00 150 00150 00150 00150 00 150 00150 00 150 00 150 00 150 00150 00 150 00 150 00 150 00150 00 150 00150 00

4588 5

150 00 6000

堤 頂 長 7550 00

60788 5

150 00 150 00 150 00 150 00

桧山台

サーチャージ水位 SWL.527.800

常時満水位 NWL.518.600

最低水位 LWL.465.300

設計洪水位 HWL.531.500
ダム天端標高 EL.532.500

1:
0.
8 1:0.8

EL.(m)

470

490

510

530

480

500

520

540

460

450

440

430

420

410

EL.487.50

EL.450.00

1600 1600

着岩部CSG

C2

セメント100kg/m3以上

92400

26000

18000

保護コンクリート

A1

保護コンクリート

A1

止水コンクリート

B1

構造用コンクリート

B1

ダ
ム

軸

単位セメント量 110kg/m3

単位セメント量 100kg/m3

単位セメント量 80kg/m3

単位セメント量 60kg/m3

高流動コンクリート

B3

1000

1
m以

上

1m
以

上

EL.420.000

EL.418.000

EL.498.00

傾斜施工継目上端標高 EL.454.500

傾
斜
施
工
継
目

1：
0.
8

10000

72000

2
2
50

17600

EL.502.50

EL.470.25

EL.477.75

単位セメント量 70kg/m3

単位セメント量 90kg/m3

単位セメント量 120kg/m3

32000

EL.510.00

EL.505.50

EL.495.00

EL.492.75

EL.495.00 12000

EL.482.25
20000

EL.477.75

EL.503.25

EL.479.25

EL.459.0

赤滝左岸

ダムサイト

赤滝右岸

桧山台

EL.503.25

EL.479.25

EL.459.0

赤滝左岸

ダムサイト

赤滝右岸

桧山台
単位セメント量 130kg/m3

140kg/m3

単位セメント量

EL.450.00

EL.447.75

48000

1:0.8
49800

2000

単位セメント量 140kg/m3

EL.423.00 EL.422.50

EL.425.25

サーチャージ水位 SWL.527.800

常時満水位 NWL.518.600

最低水位 LWL.465.300

設計洪水位 HWL.531.500
ダム天端標高 EL.532.500

1:
0.
8 1:0.8

1600 1600

着岩部CSG

C2

セメント100kg/m3以上
92400

55800

20000

保護コンクリート

A1

保護コンクリート

A1

止水コンクリート

B1

構造用コンクリート

B1

ダ
ム

軸

単位セメント量 110kg/m3

単位セメント量 80kg/m3

単位セメント量 60kg/m3

高流動コンクリート

B3

1000

1
m以

上

1m
以

上

EL.420.000

EL.418.000

傾斜施工継目上端標高 EL.454.500

傾
斜
施
工
継
目

1：
0.
8

10000

36000

2
2
50

17600

EL.510.00

単位セメント量 70kg/m3

単位セメント量 90kg/m3

28000

単位セメント量 120kg/m3

単位セメント量

10000

14000

54000

単位セメント量 100kg/m3

EL.505.50

EL.498.00

EL.492.75EL.492.75

EL.487.50

EL.485.25EL.485.25

EL.475.50

EL.480.00

24000

18000

EL.475.50

EL.442.50

EL.465.00

EL.420.00

EL.425.25

EL.440.25

EL.442.50

単位セメント量 130kg/m3

140kg/m3

130kg/m3

67800

EL.468.75

EL.429.0

赤滝左岸

ダムサイト

赤滝右岸

桧山台

EL.468.75

EL.429.0

赤滝左岸

ダムサイト

赤滝右岸

EL.492.75 EL.492.75

※ ひし形再作成未反映

コスト縮減額 C=57百万円
(Ceと超遅延剤の低減量)54

●.材料使用計画を踏まえた堤体配合区分の見直し【縮減見込額 約５７百万円】

コスト縮減（新たに適用可能となった項目⑤）

令和4年度以降の堤体材料採取計画が明確になったことを踏まえ、使用材料に応じた堤体配合区分に見直すことで使用するセメント量を減ずること
が可能となった。

当初：ダムコンクリート 変更：生コンクリート

* ＣＳＧの必要強度（単位セメント量）は、基礎岩盤の硬さに応じて決定さ
れ、基礎岩盤の硬さが小さいほど、ＣＳＧの必要強度が増す。

* 「右岸変質帯部」は脆弱な地質が分布しており、ＣＳＧの必要強度が
大きい（単位セメント量が多い）

「赤滝右岸材」の使用範囲

令和4年度以降の打設計画により、「赤滝右岸」の使用計画が
確定し、「右岸変質部」には使用しないことが明らかに。

▼

必要強度の大きい「右岸変質帯部」を除く3断面でＣＳＧ必要強
度（単位セメント量）を再検討。

▼

4断面での解析に比べ、必要強度が小さくなり単位セメント量を
減ずることが可能となった。

【当初】 【変更】

単位Ce量の低減

左岸部 河床部 河床段丘部 右岸変質帯部＊

変更：右岸破砕変質部を除く3断面 当初：右岸変質帯部を含む4断面

※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。
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●.造成岩盤置換コンクリートの打設方法見直し【縮減見込額 約４７百万円】

コスト縮減（新たに適用可能となった項目⑥）

当初、供給能力が不足するため現場製造のダムコンクリートを使用する計画としたが、工程を見直し一般の生コンプラントからの供給をうける計画
に変更した。
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▲造成岩盤置換えコンクリート平面図 ▲造成岩盤置換えコンクリート正面図

▲コンクリート打設方法の変更

当初：ダムコンクリート 変更：生コンクリート

置換えコンクリート
V=11,630m3

置換えコンクリート
V=11,630m3

※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。
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改良範囲の見直し

●.右岸リム部のカーテングラウチング計画の見直し【縮減見込額 約１００百万円】

コスト縮減（新たに適用可能となった項目⑦）

◆コスト縮減見込額＝約100百万円

カーテングラウチングの改良範囲について、施工実績および追加地質調査結果に基づき岩盤の透水性を再評価し改良範囲を見直した。

《施工位置図》

ボーリングとグラウチング延長を
約2,000m削減することができた。

右岸
左岸 右岸リム部

当初の改良深度

変更した改良深度

右岸リム部

※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。



コスト縮減（新たに適用可能となった項目⑧）
●R5-2地すべりアンカーの設計見直し【縮減見込額 約４００万円】

(堤体)←下流側

R5-2地すべり

既設法枠のクラック

上流側→

562.5m▽

グランドアンカー（7段）

想定すべり面

追加地質調査

頭部排土水抜きボーリング

仮押え盛土
（アンカー施工後撤去）

ロックボルト

R5-2地すべり対策工平面図（基本計画変更時） A－A断面アンカー工336本
→115本
水抜きボーリング15本
→10本

用地取得済み範囲

追加地質調査

A

用地追加買収範囲

変更：すべり方向

頭部排土22,400m3

当初：推定すべ
り方向

A

上流側→

562.5m▽

グランドアンカー（3段）

想定すべり面

追加地質調査

頭部排土水抜きボーリング

仮押え盛土
（アンカー施工後撤去）

ロックボルト

R5-2地すべり対策工平面図（精査時） A－A断面

小ブロック 【見直し事項】
・アンカー角度

法面直角方向
→すべり方向へ10度

に近づける

・アンカーの段数
７段→３段

・アンカー本数
３３５本→１１５本
（1本当たりの設計ア
ンカー力を高めた）

◆基本計画変更時増額
約１６億円

↓
約１２億円に縮減

当初

変更

57

最新の地すべり動態観測結果を反映した地すべり解析に基づき、アンカー工の詳細設計（最適配置検討）を行った結果、アンカー設置角
度を見直すとともに１本当たりの設計アンカー力を向上させることでアンカー工の数量を縮減することとした。

※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。
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白岩小沢遺跡

３

２

１

１６ｰ１

１６ｰ２

B地区

A地区

C地区

D地区

E地区
F地区

１６

トクラ遺跡（No.17）H30調査完了

17

北ノ又沢Ⅰ遺跡（No.21）発掘調査不要

２２

２１

１９

２０

No.19 R1調査完了（試掘調査のみ）

No.22 H30調査完了（試掘調査のみ）北ノ又沢Ⅱ遺跡（No.20）発掘調査不要

北ノ又沢Ⅲ遺跡（No.18）R6調査完了予定

１８

コスト縮減（新たに適用可能となった項目⑨）

北ノ又沢Ⅰ・Ⅱ遺跡は発掘調査を予定していたが、県の確認調査結果を踏まえ、発掘調査が不要となった。

コスト縮減額 Ｃ＝262（百万円）
（埋蔵文化財調査地点の減）

調査箇所

　※試掘調査・確認調査は予算措置の必要なし（秋田県が実施） ：工事費 ：測量設計費 ：不要になった調査

　※準備作業とは、森林管理署との国有林内の使用承認手続き、調査箇所の立木伐採・進入路造成

　※発掘調査（外業・内業）のスケジュールは秋田県と調整済み

No.22
試掘調査完了（遺物なし）

試掘調査

本体工事等 本体準備工事 本体工事 試験湛水

発掘（外業）

発掘調査（内業）

北ノ又沢Ⅰ遺跡（No.21）
11,500㎡
確認調査完了（遺構なし）

試掘調査 準備作業 確認調査 発掘（外業）

発掘調査（内業）

No.19
試掘調査完了（遺物なし）

試掘調査

北ノ又沢Ⅱ遺跡（No.20）
7,523㎡
確認調査完了（遺構なし）

試掘調査 準備作業 確認調査

北ノ又沢Ⅲ遺跡（No.18）
2,788㎡
発掘調査実施中

発掘調査（外業）

発掘調査（内業）

R6年度 R7年度 R8年度

トクラ遺跡（No.17）
9,090㎡
発掘調査完了

発掘調査（外業）

発掘調査（内業）

成瀬ダム周辺の埋蔵文化財調査実施状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

R3確認調査の結果、発掘調査不要

●.県の埋蔵文化財発掘調査結果による見直し【縮減見込額 約２６２百万円】

58
※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。



コスト縮減（新たに適用可能となった項目⑩）

59

●.２号トンネルの埋設物鞘管条数の見直し
（ＣＣＴＶ等の光ケーブル引き込みの必要性を再整理）【縮減見込額 約１６百万円】

ＣＣＴＶ等の光ケーブル引き込みの必要性を再整理し、埋設物鞘管条数を見直すことで、布設延長の縮減を図った。

埋設管条数見直し前
埋設管条数見直し後
FEPΦ125：1条、Φ50：2条削減

至 横手市

至 一関市

国道付替区間の2号トンネル

通信管路削減距離 L=1,776m

２号ﾄﾝﾈﾙ断面図

コスト縮減箇所

CCTV設置計画の見直しに伴い、
上流部への光ケーブルを引き込まないこととした。

N

◆コスト縮減見込額＝約１６百万円

※計画は現時点の予定であり、
今後変わる場合がある。
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撤去することとしていた堤体下流の仮設運搬路について、一部を残置することとした。

対象範囲

イメージ

残置範囲

残置範囲（EL480以下）

●.仮設運搬路の残置【縮減見込額 約２００百万円】

コスト縮減（新たに適用可能となった項目⑪）

60

◆コスト縮減見込額
＝約200百万円

※計画は現時点の予定であり、
今後変わる場合がある。
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• 原石山破砕材については、地山の材質変化による品質管理基準の再検討期間を考慮し、１ヶ月分をストックヤードに仮置きしているが
、原石山の品質が安定してきたことを踏まえ、令和４年度よりプラントへの直送運搬に切り替えることとした。

＜材料の直送＞ 原石山破砕材 V=130万m3 約500百万円

当初運搬ルート
変更運搬ルート

材料
仮置き場

堤体

CSG材　概略製造フロー

（良質材料を常に確保）

原石山破砕材の直送

３日分
ストック

原石山
破砕材

母材採取
１ヶ月分
ストック

簡易
ふるい
設備

破砕設備

振動
ふるい

分け設備 破砕
設備当初フロー

変更フロー

プラント

原石山

材料
仮置き場

プラント

原石山 堤体

●.材料ストック計画見直し【縮減見込額 約５００百万円】

コスト縮減（新たに適用可能となった項目⑫）

61

※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。
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●.２号トンネル照明を従来型からLED型へ見直し（配線支持金具の見直し（逆Ｌ型）を含む）【縮減見込額 約１百万円】

照明の光源を従来型（セラミックメタルハライドランプ）からLED型に変更し、アルミ製器具、配線支持金具（逆Ｌ型）の採用よる施工の省力化を
図った。

◆コスト縮減見込額＝約１百万円

コスト縮減（新たに適用可能となった項目⑬）

※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。
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●.２号トンネル灯具コネクタ、ケーブルフックの採用【縮減見込額 約５百万円】

灯具の結線手間が不要となるコネクタ、ケーブルフック（ソフトフッカー）の採用により、工期の短縮を図った。

◆コスト縮減見込額＝約５百万円

ケーブルフック、灯具コ
ネクタの見直しにより、
約3.2ヶ月の工期を短縮

配線取付金物（ダクター取付） 配線取付金物（フッカー取付）

コスト縮減（新たに適用可能となった項目⑭）

※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。



●.管理庁舎内発々において発電機盤搭載型を採用【縮減見込額 約７百万円】

発電機盤及び蓄電池を従来型の自立式から搭載型に変更した。

◆コスト縮減見込額＝約７百万円

発電機盤を搭載型とすることで、約７００万円のコスト縮減と発電機室の省スペース化を図った。

発電機盤自立型 発電機盤搭載型

コスト縮減（新たに適用可能となった項目⑮）

※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。
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コスト縮減（新たに適用可能となった項目⑯）
●.管理庁舎設計の見直し【縮減見込額 約４０百万円】

展望台・ＥＶペントハウス
◆外装材の比較検討

見直し案当初

現行計画

屋上配置図

見直し後

屋上展望台（手摺り）を取りやめ、
エレベータを廃止

エレベータ→

展望台

『タイル張り』⇒『ガルバリウム鋼板』に変更
※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。

庁舎外壁の仕様を「外壁タイル」から「金属外装（ガルバリウム鋼板）」に変更。

当初設計の屋上展望台（デッキ＋手摺り）を取りやめることとし、エレベータを廃止した。
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●.２号トンネル警報表示板を従来型から薄型へ見直し（※LCC関連）【縮減見込額 約７百万円】

機種を従来型（インナーメンテ型）から薄型に変更した。

薄型

薄型の採用により初期投資及び運転経費を縮減。

従来型（インナーメンテ型）

◆コスト縮減見込額＝約７百万円

コスト縮減（新たに適用可能となった項目⑰）

※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。
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●.管理庁舎内無停電電源設備において長寿命MSE形蓄電池を採用（※LCC関連）【縮減見込額 約４百万円】

長寿命MSE形蓄電池を採用し、ランニングコストの縮減を図った。

◆コスト縮減見込額＝約４百万円

コスト縮減（新たに適用可能となった項目⑱）

※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。



●.監査廊の照明においてLED光源を採用（※LCC関連）【縮減見込額 約２百万円】

光源を従来型（蛍光灯）からLED型に変更し、消費電力の省力化、長寿命化を図った。

◆コスト縮減見込額＝約２百万円

・蛍光灯：1,460円/1灯/年×126灯＝約18.5万/年
・ＬＥＤ： 690円/1灯/年×126灯＝約 8.7万/年
※点灯時間1日5時間、1kwh単価17円、20年で算出

68

コスト縮減（新たに適用可能となった項目⑲）

※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。
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●.２号トンネルの照明においてLED光源を採用（※LCC関連）【縮減見込額 約５４百万円】

光源を従来型（セラミックメタルハライドランプ）からLED型に変更し、消費電力の省力化、長寿命化を図った。

◆コスト縮減見込額＝約５４百万円

・基本照明：ｾﾗﾐｯｸﾒﾀﾙﾊﾗｲﾄﾞﾗﾝﾌﾟ⇒LED、20年で算出、42百万円

・入口照明：ｾﾗﾐｯｸﾒﾀﾙhﾗｲﾄﾞﾗﾝﾌﾟ⇒LED、20年で算出、12百万円

コスト縮減（新たに適用可能となった項目⑳）

基本照明

※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。



70 ※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。

コスト縮減【今後の検討項目一覧】

段階 コスト 工程

5 堤体工事 施工 ○ 堤頂部コンクリート打設の仮設計画見直し
・堤頂部の施工にあたり、現計画では、堤体中標高部に設けた仮設構台にクレーンを配置する計画としているが成瀬ダム
の上下流面は階段状となることを利用し、スライド式タワークレーンを用いて仮設構台を省略する施工計画を検討。

7 堤体工事 施工 ○
きめ細かな混和剤使用量の管理
※継続事項

・打設時の気象条件に応じ、混和剤使用量の見直しを図る。

8 堤体工事 設計 ○
フライアッシュを活用したＣＳＧ経時変化の改善による遅延材の減
【フライアッシュセメントの適用検討】

・セメントの一部をフライアッシュに置き換えることにより、セメントと超遅延材の節減につながる可能性があることから室内
試験により確認する。

11 堤体打設 設計 ○ ○ 保護コンクリート設計の合理化

・現在、施工性と止水性確保の観点から保護コンの最小厚は１．６ｍとしている。
・下流面は止水板を省略しており止水性の観点からは上流面ほどの性能は必要ないため、要求性能としては耐久性のみ
であり、施工性の範囲で幅を縮小できる可能性がある。
・また、高標高部の保護コンは打設サイクルのクリティカルで有るため、数量削減は工程に有利となる。

13 堤体工事 計画 ○ 埋設計器の最適配置と合理化 ・埋設計器の配置計画を見直し合理化を図る。

16 原石山工事 施工 ○ 北俣沢右岸押さえ盛土部の捨て石材の変更
・赤滝原石山から発生する捨石工をトクラ母材置き場から発生した段丘オーバー材を使用、オーバー材の赤滝右岸までの
運搬距離の短縮。

17 堤体工事 設計 ○
カーテングラウチング計画の見直し（改良範囲、注入使用、無段階水
押し・透水試験ほか）

・施工実績および追加調査結果を踏まえて合理的な改良範囲を再検討する。

18 堤体工事 設計 ○
カーテングラウチングにおける岩盤変位計の設置深度の見直し
改良範囲＋1st　→　10st（50m）

・当初、改良範囲＋1mを改良範囲としていが、深部において岩盤変位が発生する恐れが極めて低いこと、岩盤性状の類
似した他ダムにおける岩盤変位発生深度を元に設置深度を見直し。

20 堤体工事 設計 ○ プレキャスト化の検討
・現場打ちからプレキャストへ変更を検討。（取水設備駆体、上屋、高欄等）
・材質・形状・施工計画等の見直し

23 堤体工事 設計 ○ 維持管理性とコストを踏まえた堤頂照明の再検討 ・過年度検討において高欄内蔵式照明としていたが、積雪対応等を踏まえてポール照明への変更を検討。

24 管理設備 計画 ○ 係船設備の計画見直し（インクライン⇒車両牽引方式）
・撤去予定の工事用道路を貯水池内に存置することで係船スロープとして活用できることから、インクライン方式から車両
牽引方式への見直しを検討。

25 管理設備 計画 ○ 流木処理施設の計画見直し
・撤去予定の工事用道路を存置することで流木引き上げヤードとしても活用できることから、他ダムの作業実績等を参考
にスロープ型式の集塵・回収作業の検討を行う。

26 管理設備 設計 ○ 右岸管理用道路の見直し ・R-6押え盛土に廃棄岩を腹付け盛土することで、夢仙人大橋のタッチ部に施工する橋梁（桟道橋）の延長を縮減する。

33 堤体工事 施工 ○ 赤滝プラントヤード仮設備の基礎を存置 ・コンクリート基礎を存置し撤去費用を縮減

34 堤体工事 施工 ○ 堤敷外の横坑閉塞区間の見直し ・全区間閉塞　→　坑口部のみ閉塞に見直し

36 貯水池整備 計画 ○ 伐採木（枝葉）のチップ化再利用検討 ・産廃処分としていた枝葉については、現地でチップ化し場内再利用することを検討

37 貯水池整備 計画 ○ 貯水池伐採範囲の見直し ・貯水池管理への影響を確認した上で必要最小限の伐採範囲を再検討

38 付替林道 設計 ○ 付替林道の線形見直し ・岩盤部の掘削を極力避けるため、切土を極力発生させない盛土構造（軽量盛土）も含めた道路線形を再検討。

42 堤体工事 施工 ○ ○ 保護コンクリートの合理化施工（ゼロスランプ施工） ・試験施工を実施し堤体下流保護コンクリートの合理化（ゼロスランプ施工）を検討

ＬＣＣ関連

段階 コスト 工程

1 管理設備 LCC 管理用小水力発電の導入検討 再生可能エネルギーをダム管理に活用することで、ライフサイクルコストの縮減を図る。

管理
番号

種別
区分

検討内容 内訳等

管理
番号

種別
区分

検討項目 検討内容
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秋田県が成瀬ダムに設置する成瀬発電所（ダム式水力発電）の放流水を利用し、ダム管理用発
電（流れ込み式小水力発電）の導入可能性検討を行う。

再生可能エネルギーをダム管理に活用 ⇒ カーボンニュートラルなダム管理への貢献

（年間発生電力量：約570世帯が使用する電力に相当、年間CO2削減量：約230haの森林が吸収する量に相当）

平常時のダム管理施設への電力供給 ⇒ 維持管理費の低減（ライフサイクルコスト低減）

災害時のダム管理施設への電力供給 ⇒ 災害時バックアップ電源確保の強化

環境学習の場の創出（平常時）、防災電源としての利用（災害時） ⇒ 地域貢献

管理用発電所
検討地点

成瀬発電所（秋田県公営企業課）

【検討のポイント】

有効落差は低いが、 安定した
流量による発電が可能

発電効率の良い水車型式の
選定

建設費や維持費の抑制

71※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。

コスト縮減（ダム管理用発電の導入検討）



72 ※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。

コスト増項目【基本計画（第３回変更以降）】

  基本計画（第３回変更）以降のコスト増加項目

1 河川水質保全のための濁水処理設備の追加

ＣＳＧ打設面については散水養生が不要なため濁水
処理範囲に含めていなかったが、打設本格化に伴
い、アルカリ分を含む濁水発生が確認された。ま
た、原石採取場や残土受け入れ地の凝灰岩に起因す
る白濁水が長期化する傾向が確認された。このた
め、濁水処理設備を増強し下流河川の水質保全を図
る必要が生じた。

精査中

2
段丘母材の固定式ふるい分け機の設置による増額
（品質確保対策）

ＣＳＧ材を構成する段丘材および原石山破砕材につ
いて、設計上必要な強度を満足させるため、最大粒
径を80mm以下と規定しているが、実施工において材
料の形状特性から最大粒径80mmを超過する扁平な材
料が簡易ふるい分け設備からすり抜ける現象が頻発
し、ＣＳＧの品質低下が確認された。このため、新
たに振動ふるい分け設備等を増設する必要が生じ
た。

精査中

3 資材価格の上昇

昨年の計画変更以降、ウクライナ危機に端を発する
燃料、資材等の価格高騰が顕在化。
計画変更時に一定程度の物価上昇をリスク要因とし
て見込んではいるが、それを上回るペースで価格上
昇が進んでいる状況。
特にセメントは主要燃料である石炭がロシア産の禁
輸措置により価格が異常に上昇している状況であ
り、相当額の増額は避けられない見通し。

精査中

コスト増加項目 概　　要 金　額
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・現場内の降雨濁水は、短時間豪雨時の一時的な高濁度を除き濁水処理設備で処理した清水を河川に放流している。
・ＣＳＧ打設面については散水養生が不要なため濁水処理範囲に含めていなかったが、令和３年度以降の河床部ＣＳＧ
打設本格化に伴い、アルカリ分を含む濁水発生が確認された。また、原石採取場や残土受け入れ地の凝灰岩に起因する
白濁水が長期化する傾向が確認された。
・このため、濁水処理設備を増強し下流河川の水質保全を図る必要が生じた。

濁水処理設備（当初）
濁水処理設備（増強）

＜当初計画＞
濁水処理設備（機械処理脱水方式）２カ所
濁水処理設備（自然沈殿池）４カ所

＜変更計画＞
濁水処理設備（機械処理脱水方式）７カ所
清濁分離工（導水路）

【増加費用精査中】
原石山

ダム堤体

清濁分離工（清水のまま河川
へ流下させる導水路）

沢水

清濁分
離工

自然沈殿池（当初） 濁水処理設備（増設施設）

前処理沈殿池 沈殿槽 処理水槽 処理水試験

※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。

コスト増項目（河川水質保全のための濁水処理設備の追加）



CSG材　概略製造フロー
80mm以上の扁平材が混入

80mm以上の扁平材が混入

段丘材 母材採取
１ヶ月分
ストック

簡易
ふるい
設備

原石山
破砕材

母材採取
１ヶ月分
ストック

簡易
ふるい
設備

破砕設備

振動
ふるい

分け設備

３日分
ストック

破砕
設備当初フロー

変更フロー

振動
ふるい

分け設備
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・ＣＳＧ材を構成する段丘材および原石山破砕材について、設計上必要な強度を満足させるため、最大粒径を80mm以下
と規定している。実施工において材料の特性から最大粒径80mmを超過する扁平な材料が簡易ふるい分け設備からすり抜
け、品質低下が確認されたことから、新たに振動ふるい分け設備を増設する必要が生じた。

簡易ふるい設備（バーから扁平材がすり抜ける）80mm超過材料の密集状況

＜堤体打設工事＞
移動式振動ふるい分け設備
固定式振動ふるい分け設備

＜原石山採取工事＞
固定式振動ふるい分け設備
二次破砕設備（コーンクラッシャー）
【増加費用精査中】

移動式ふるい分け機による応急的な対策

すり抜けた扁平材

コスト増項目（品質確保のための設備追加）

※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。



年度別単価上昇率（平成27年度＝100）
※令和4年度以降の物価上昇率は、推定値のため不確実性が伴う。

上
昇

率
(%

)

・前年度に対し、工事および測設労務費、資材費は上昇、機械損料は減少している。
・また、前回想定した上昇率に対し、資材費は増加、測設労務費は同等、工事労務費および機械損料は低下した。

※破線は前回想定。

100.8

97.1

136.4

132.0

129.1

125.1

75 ※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。

コスト増項目（公共工事関連単価等の変動）

●公共工事関連単価の変動グラフ
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月別資材費上昇率（令和2年4月＝100）

上
昇

率
(%

)

R2.4月に比べ石炭
価格は３倍を超え
る価格上昇率

R4.6月からセメント価格が上昇、今後、更
なる価格上昇が懸念される。

・令和３年９月の計画変更以降、円安やウクライナ危機による燃料、資材等原材料価格の高騰が顕在化。

・特にセメントの製造主燃料である石炭のロシア産禁輸措置によりオーストラリア産価格が世界的に高騰しており、セメント業界
全体で値上げ圧力を強めている状況。

・資材価格について、令和2年4月～令和4年7月までの変
動状況を整理した。
・前回会議時点（R3年5月）以降、鉄筋や軽油単価が上
昇し、R4年度に入りセメント単価も上昇している。
（セメント1tの製造に、およそ130kgの石炭が必要。石
炭価格は著しく上昇している）

※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。

●公共工事関連主要資材単価の変動グラフ

コスト増項目（公共工事関連単価等の変動）
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【 NHK NEWS WEB ： R4.7.13 】
日刊建設工業新聞7月19日1面

コスト増項目（公共工事関連単価等の変動）



技術開発・品質確保の取り組み【成瀬ダムCSG施工技術委員会】
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• 成瀬ダムCSG施工技術委員会は、台形CSGダムの施工・品質管理手法や新技術に関して指導・助言を行い、成瀬ダムの
円滑な工事進捗に資することを目的に平成３０年度に設立。

• これまでに、委員会３回（内WEB開催１回）、新型コロナ流行を踏まえた委員個別現地確認を３回実施。

成瀬ダムＣＳＧ施工技術委員会 委員名簿 ※令和3年度

氏名 所属・役職 専門分野 摘要

河野 広隆 京都大学 経営管理大学院 客員教授 コンクリート材料・施工/建設材料/
社会資本維持管理

委員長＊

久田 真 東北大学大学院 工学研究科・工学部 土木工学専攻
基盤構造材料学講座 建設材料学分野 教授

土木材料・施工・建設マネジメント/
コンクリートの耐久性

石田 哲也 東京大学大学院 工学系研究科
社会基盤学専攻 教授

土木材料・施工・建設マネジメント/土木材料学・力学
一般

吉田 等 一般財団法人 ダム技術センター
ダム技術研究所長

ダムコンクリート・アーチダムの設計施工・フィルダム
材料・フィルダムの設計施工、ダム再開発

佐々木 隆 国土技術政策総合研究所 研究総務官 ダム構造等の専門的立場

國友 優 東北地方整備局 河川部長

花篭 利行 東北地方整備局 成瀬ダム工事事務所長

* 敬称略

* 委員・所属・役職は、令和4年2月時点。

第2回委員会 R1.10.1 現地視察（ＣＳＧ打設状況）R2.10.9 第３回委員会（WEB開催） R4.2.8
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成瀬ダムＣＳＧ施工技術委員会 開催経緯

開催年月日 開催場所 議事 主な意見

第1回 H30.11.26 ホテルブラン、

ダムサイト

• 委員会設立趣旨

• 委員会規約確認

• 委員長選出

• 成瀬ダムの概要

• 堤体工事及び原石山工事の状況

• 確認試験結果の概要（発注前試験の結果含む）

• 設立趣旨及び規約について了承された。

• 委員互選により、阪田委員が委員長として選出さ
れた。

• コンクリート骨材の購入材は、受け入れ検査を十分
に行うこと。

第2回 R1.10.1 ホテルブラン、

ダムサイト

• 委員構成（委員追加）

• 第1回委員会の議事概要

• 成瀬ダムの概要及び工事の進捗状況

• 堤体工事及び原石山工事の状況（母材採取状
況等）

• 確認試験の実施状況

• 確認試験における「ブルドーザ転圧仕様の確認」、
「ＣＳＧ経時変化試験」、「ＣＳＧ転圧完了許容時間」
は、関連性が高いと考えられるため、しっかり整理
が必要である。

• ダンプからＣＳＧを降ろした際、降ろしたＣＳＧが塊
になる等、様々な状態があることを想定して試験を
行うこと。

現地
確認

R2.6.11

R2.8.7

R2.10.9

R2.10.30

R2.11.2

ダムサイト 藤澤委員（R2.6.11）

石田委員、吉田委員（R2.8.7）

石田委員（R2.10.9）

河野委員（R2.10.30）

佐々木委員、久田委員（R2.11.2）

現地
確認

R3.5.24

R3.10.13

R3.10.26

R3.10.29

ダムサイト 石田委員（R3.5.24）

藤澤委員（R3.10.13）

久田委員、吉田委員、河野委員（R3.10.26）

石田委員、佐々木委員（R3.10.29）

第3回 R4.2.8 Web開催 • 委員構成（委員長選出）

• 本体工事の進捗状況及び品質管理記録

• 確認試験の実施状況

• 委員互選により、河野委員を委員長に選出。

• 自動化施工に関し、具体的にどのような工夫を行っ
たか、また品質確保のために現場で行っている作
業について資料に残していくことが重要。

＊令和2,3年度は、新型コロナ感染拡大防止のため、委員個別に現地を確認いただき、意見をいただいた。

技術開発・品質確保の取り組み【成瀬ダムCSG施工技術委員会】
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事故防止等工事安全管理の取り組み

成瀬ダム工事事務所では、施工現場における労働災害防止の一環として、「成瀬ダム工事
事務所事故防止対策委員会」を設置し、令和３年度の事業計画を立て「重大災害ゼロ」を
事故防止目標に取り組みを実施。

安全パトロール点検状況
（原石山採取工事）

令和３年８月１９日

実施年月日 実 施 内 容 備 考

R3.5.25 【臨時安全パトロール①】 国：　５名

・成瀬ダム国道付替2号橋上部工工事

R3.5.28 【臨時安全パトロール②】 国：　７名

・成瀬ダム堤体打設工事（第１期） 受：　７名（２社）

・成瀬ダム原石山採取工事（第１期）

R3.7.9 【第１回　安全パトロール】 国：１６名

・成瀬ダム堤体打設工事（第１期） 受：１５名(１３社)

計３１名

R3.7.29 【臨時安全パトロール③】 国：１０名

・成瀬ダム原石山採取工事（第１期）

R3.8.19 【第２回　安全パトロール】 国：９名

・成瀬ダム原石山採取工事（第１期） 受：１６名(１３社)

・成瀬ダム国道付替椿川地区舗装工事 計２５名

R3.8.30 【事故防止対策委員会　総会】

（未開催） ・優良業務・優良工事等表彰

・令和２年度事業経過報告 資料配布のみ

・令和３年度事業計画（案）

・安全施工の参考事例

・安全決意宣言

R3.9.13 【臨時安全パトロール④】 国：７名

・成瀬ダム堤体打設工事（第１期）

R3.10.20 【臨時安全パトロール⑤】 国：７名

・成瀬ダム林道付替椿川地区改良外工事

R3.11.4 【第３回　安全パトロール】 国：１１名

・成瀬ダム堤体打設工事（第１期） 受：２０名(１５社)

計３１名

R4.1.13 【臨時安全パトロール⑥】 国：７名

・成瀬ダム堤体打設工事（第１期）

・成瀬ダム原石山採取工事（第１期）

労：労働基準監督署　　国：国土交通省　　受：受注者

安全パトロール点検状況
（堤体打設工事）

令和３年７月９日

臨時安全パトロール是正報告（堤体打設工事）令和３年９月１３日

階段と通路の間に段差がある。段差解消が必要。 土嚢にて段差解消しました。



令和４年度 成瀬ダム工事事務所 事故防止目標

「重 大 災 害 ゼ ロ」

成瀬ダム工事事務所発注の工事、並びに調査・測量・設計業務の実施に伴い発生する事故を未然に防止し、人的、物的損害を防ぎ、円滑な進
捗を図るために次の事業活動を行う。

また、昨年度発生した工事事故、並びに本年度の新規作業で、重大災害の発生リスクの高い作業を対象に、更なる安全対策に取り組みます。
なお、東北整備局の目標は「死亡災害ゼロ！労働災害が多い「予定外作業」「省略行動」を徹底排除！」、全国スローガンは「安全は 急が

ず焦らず怠らず」です。

○重点対策を実施する作業
・高所作業、夜間作業、場内通行、坑内作業、重機作業

１．安全パトロールの実施
１）委員会は、原則として年３回程度（おおむね６月・８月・１０月）の安全パトロールを実施する。（令和４年度は４月下旬第１回を開催

しており、４回/年の実施を目指す）なお、新型コロナウイルス感染症の状況により、適宜見直すものとする。
２）安全パトロールの実施にあたっては、必要に応じて労働基準監督署又は警察署等、関係機関の指導（講話等）を受けるように努める。
３）安全パトロール終了後は検討会を行い、問題等を討議するとともに、実施結果をとりまとめ、その都度、会長に報告する。
４）安全パトロールの実施内容は、令和４年４月１２日付け企画部長通知「令和４年度東北地方整備局事故防止対策方針について」に基づき

決定するよう努める。
５）必要によりその都度、成瀬ダム工事事務所職員による「臨時安全パトロール」を実施する。

２．安全教育の実施
安全意識の高揚を図るため、次の通り実施する。

１）安全旗を現場に掲揚する。
２）安全標語等を現場に掲示する。
３）事故発生状況等、安全に関する資料を配付し、事故防止に努める。

３．工事・業務等の安全表彰等
１）規約第２条の目的を達成するため、他の模範となる現場代理人等を表彰し、安全意識の高揚を図る。

４．その他
１）各現場との安全管理等に関する意見交換を実施する。
２）工事事故の発生が多い受注工事については、重点的に指導を行い、具体的な改善策を求める。
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事故防止等工事安全管理の取り組み

事故防止対策委員会総会
（令和4年7月28日開催）



新型コロナウイルス感染症対策
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総括と今後の予定

◆事業工程

• 令和３年９月の基本計画変更（第３回）においてフォローアップした事業工程に
基づき、令和３年度は計画どおり事業が進捗。（令和３年迄打設進捗 約２４％）

• 令和４年度は堤体打設進捗率５０％を目指し、引き続き事業進捗を図るととも
に、付替国道３４２号工事は令和５年春全線供用に向け、工事を完成させる。
（令和４年７月末現在堤体打設進捗 約３６％）

◆事業費

• 令和３年９月の基本計画変更（第３回）以降、新たな環境保全対策や品質確保
対策等の追加によるコスト増が発生している状況。

• また、ウクライナ危機や円安による燃料油等原材料価格の上昇は、建設資材の
価格を全体的に押し上げている。

• 特にセメントは、製造時の主燃料である石炭がロシア産の禁輸措置等により世
界的に価格高騰しており、セメント業界全体で値上げ圧力を強めている。

• セメントをはじめとする各種資材価格の動向を注視しつつ、令和４年度末まで
に事業費を精査し、次回委員会において報告を予定している。

• 急激な社会経済状況の変化により事業費増額リスクが顕在化してきていること
から、検討中の今後予定しているコスト縮減を実行に移し、安全と品質を確保し
た上で徹底した事業費の監理に努める。


